
 

 

西
吾
妻
山
（
に
し
あ
づ
ま
や
ま
）
は
米
沢
市

と
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩
原
村
の
境
界
に
位
置
す

る
火
山
で
あ
り
、
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
に
属
す

る
。
東
西
に
主
軸
を
も
つ
吾
妻
連
峰
を
構
成
す

る
山
の
一
つ
で
、
標
高
は
、
連
峰
最
高
で
二
千

ｍ
を
超
え
る
。
植
物
地
理
学
上
は
北
陸
地
区
に

属
し
な
が
ら
、
関
東
地
区
の
影
響
も
受
け
る
と

い
う
特
殊
な
条
件
下
で
あ
る
た
め
、
植
物
分
布

の
北
限
あ
る
い
は
南
限
と
さ
れ
る
植
物
が
多
数

自
生
し
て
お
り
、
珍
種
も
多
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。 

 

 

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
環
境
を
効
果
的
に

活
用
し
、
生
徒
が
自
然
へ
の
親
し
み
や
正
し
い

理
解
を
深
め
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
本
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修
①
は
企

画
さ
れ
た
。
驚
き
や
感
動
を
持
っ
て
（
セ
ン
ス
・

オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
体
験
）
地
域
の
自
然
や
自
然

環
境
に
触
れ
る
こ
と
は
、
郷
土
愛
を
育
む
と
と

も
に
、
生
徒
の
心
に
大
き
く
響
く
学
び
に
つ
な

が
る
と
期
待
し
て
や
ま
な
い
。 

 

そ
れ
で
は
、
そ
の
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ

ー
体
験
を
生
徒
の
声
で
振
り
返
り
た
い
。 
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郷土の豊かな自然に触れ、自然への親しみ 

や正しい理解を深め、豊かな情操を育む。 

生
徒
の
感
想 

・
米
沢
に
あ
ん
な
綺
麗
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
驚
い
た
。

登
山
は
初
め
て
だ
っ
た
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
山
に
登
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。 

・
今
回
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
登
山
し
た
の
は
２
回
目
だ

が
、
改
め
て
登
っ
て
み
る
と
多
彩
な
植
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
た
ゴ
ゼ
ン

タ
チ
バ
ナ
も
見
ら
れ
た
し
、
米
沢
の
町
並
み
も
一
望

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
あ
の
大
自

然
が
長
く
続
い
て
ほ
し
い
。 

・
自
分
の
目
の
前
に
実
際
に
あ
る
も
の
つ
い
て
学
ぶ
と

い
う
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
経
験
だ
と
思
う
。
と
て

も
興
味
深
か
っ
た
。 

・
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
更
に
自
分
が
今
存
在

す
る
地
域
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。「
環
境
破
壊
」
を
も
っ
と
知
り
た
い
。 

・
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
す
ご
く
楽
し
め
た
。
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
方
が
直
接
目
の
前
で
説
明
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
理
解
し
や
す
か
っ
た
し
、
な
る

ほ
ど
と
思
う
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
違
う
山
に
も
登
り
た
い
。 
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標高 1,964m人形石の前で記念撮影 

フィールドワーク研修①の大まかな日程 

 ７：３０ バス乗車後学校発 

 ８：１０ 湯元駅着 

 ８：３０ 登山開始 

  動く植物園 天元台高原から北望台（標高 1,820 メートル）まで

のリフトに乗りながら高山植物や樹木を鑑賞 

１０：００ 北望台着 

  登りながら地層や植生を学ぶ 

１１：００ 人形石着（昼食） 

１２：３０ 大凹（お花畑） 高層湿原には日本でも珍しい池塘が点在した水沼

があり、付近に群生している高山植物の花を観察 

１３：１５ かもしか展望台 自分達の住んでいる地域を含め、飯豊・朝日・月

山などを眺望する 

１３：４５ 北望台着 

１５：３０ バス乗車後湯元駅発 

１６：１０ 学校着 

 

フフフィィィーーールルルドドドワワワーーーククク研研研修修修   

大大大凹凹凹にににててて撮撮撮影影影   

Ｑ４ 今回のフィールドワーク研修により、自然に接することや自然

観察をすることが好きになった。 

① 参加前から好きだったし、参加後はより好きになった 

② 参加前から好きだったが、参加後もあまり変わらない 

③ 参加前から好きではなかったが、参加後は好きになった 

④ 参加前から好きではなかったし、参加後もあまり変わらない 

⑤ 参加前よりもきらいになった 

Ｑ９ 西吾妻山等の身近な自然について、知りたいことを自分で調べ

てみようと思うようになりましたか？ 

① 参加前も思っており、参加後はもっと思うようになった 

② 参加前も思っていたが、参加後もあまりかわらない 

③ 参加前は思っていなかったが、参加後は思うようになった 

④ 参加前は思っておらず、参加後もあまりかわらない 

⑤ 参加前よりも思わなくなった 

 

 

 

 

 

 これらは生徒を対象に行った意識調査結果の抜粋である。Ｑ４につ

いて、以前から好きだった生徒を含めフィールドワーク研修実施後に

は９割を超える生徒が自然に対して好感を持つに至った。一方、能動

的な学びについては、向上の余地があることがＱ９より読み取れる。 


